
スキャム・コンパウンド及び海外誘拐対応アプリ ― 国際共同対応の提案 

本件に関する約20ページの詳細なコンセプトペーパー（PDF）を提供する用意がござ
います。ご高覧のうえ、ご協力を賜りたく存じます。この規模の課題に対する最も効果

的な解決策は、必ずしも大規模NGOのみに存在するとは限らず、時に一個人が決定
的な解決の鍵を握る場合があることを、ぜひご認識いただきたく存じます。 

2023年から2025年にかけて、ミャンマー、カンボジア、ラオスなどの国々において、
数千人規模の外国人がいわゆる「スキャム・コンパウンド」に強制的に拘束される事

案が継続的に発生しました。多くの被害者は通信遮断や機器押収により、救難信号

を送ることすらできず、このために国際治安対応の「ゴールデンアワー」が致命的に

失われました。本提案は、このような対応空白を埋めるため、技術的かつ制度的に即

時実行可能なアプリケーションベースの対応枠組みを提示するものです。 

1. 核心機能​
 被害者がスマートフォンの電源ボタンを迅速に3回押すことで、15秒以内に最大3名
の指定家族へGPS座標がSMSで送信されます。位置情報は10分間隔で再送され、
通信網が遮断された場合でも、アプリは衛星ネットワーク（例：Starlink）とSMSによる
二重経路送信が可能です。「Help me」「助けて」などの音声コマンド、電源遮断検
知、USB接続検知など複数の発信トリガーを備え、身体的に拘束された状況下でも
自動作動するよう設計されています。 

2. 国際連携​
 家族が位置情報メッセージを受信すると直ちに電話で状況確認を行います。応答が
ない場合、アプリは事前に登録された警察やインターポールの連絡先へ自動的に警

報を送信します。家族はリアルタイムの位置ログをインターポール及び現地警察に直

接提出し、早期捜査開始を促すことが可能です。中央サーバーに依存せず、アプリ内

部に証拠ログを保存し、外交・法的・刑事手続きに活用できます。 

3. 技術的・社会的利点​
 低帯域SMS送信を基盤として運用するため、コストは極めて低く、政府が通信費を
負担しても予算消費は最小限に抑えられます。信頼性が低い、または腐敗した現地

当局を迂回するために、半径1km以内の他のアプリ利用者へ強い振動と警告通知を
送る「分散型救助アラート」機能を任意で使用できます。この機能により地域社会の

即時介入が可能となり、犯罪抑止にも寄与します。 

4. 拡張性​
 本プラットフォームは、スキャム・コンパウンド被害者に限らず、紛争地派遣要員、女
性旅行者、行方不明児童、認知症高齢者など、様々なリスクを抱える人々にも同様

に適用可能です。サムスン電子などのグローバル製造企業と協力し、人道的安全機

能として標準搭載すれば、技術を通じた普遍的な人権保護が一層拡大します。 



5. 実施経路​
 サムスンおよびGoogle Playでの配布、USB等によるオフラインインストールファイ
ル提供、UNHCR・ICRCなど国際機関との公式MOU締結が必要です。また、イン
ターポール韓国支部および外務省領事サービスとの公式運用連携により、国家・民

間・多国間主体が統合された対応ネットワークを構築できます。 

結論​
 本アプリは単なるモバイルツールではなく、現代型の拘束・誘拐犯罪に立ち向かうた
め、「家族―技術―政府―国際機関」が同時に機能する、生存権に基づく国際対応
アーキテクチャです。実行可能性と世界的波及力がともに証明可能な戦略であり、貴

国の人道外交を強化し、国際治安協力の議題を前進させることができます。 

 


